
令和元（２０１９）年度 外国人介護人材受入れに関する研修会 開催要領 

 

１ 趣  旨 

   外国人材の受入れについては、本年４月から新たな在留資格「特定技能」が創設されるなど、

今後、事業所における外国人介護人材の受入れが拡大されることを踏まえ、受入れに関する

制度や手続上の理解、送り出し国の現状や今後の動向把握等を目的に研修を実施します。 

   また、外国人材の増加に伴い、今後、社会福祉事業における外国人材の活用も多くなると考えられ

ることから、多文化共生についての理解も深めます。 

 

２ 主  催     栃木県、公益財団法人栃木県国際交流協会 

 

３ 共  催     栃木県社会福祉法人経営者協議会、一般社団法人栃木県老人福祉施設協議会 

 

４ 期  日     令和元（２０１９）年１０月２５日（金） １３：００～１６：３０ 

 

５ 会  場     とちぎ福祉プラザ １Ｆ 多目的ホール （宇都宮市若草１－１０－６） 

 

６ 対象・定員    福祉施設関係者 、とちぎ外国人材活用促進協議会会員等  ２００名 

 

７ 参加費      無料 

 

８ 日  程 

時  間 内  容 

１２：００ ～ １３：００ 受付 

１３：００ ～ １３：１０ 開会、あいさつ、日程説明 

１３：１０ ～ １４：００ 

 

講演 「外国人介護人材受入れに係る制度及び手続きについて」（仮題） 

講師 厚生労働省 社会・援護局 福祉基盤課 福祉人材確保対策室 

１４：００ ～ １４：１０  休憩 

１４：１０ ～ １５：１０ 講演 「栃木県内の外国人介護人材の現状及び介護現場の多文化共生に

ついて」 

講師 一般社団法人にほん語でかいご共育会 事務局長 長谷川 朋子氏 

１５：１０ ～ １５：２０  休憩 

１５：２０ ～ １６：２０ 外国人介護人材受入事業所からの実例報告（３事業所）   

・社会福祉法人 松徳会 特別養護老人ホーム みながわ桜園 

・社会福祉法人 飛山の里福祉会 共生型医療福祉複合施設 田井の里 

・社会福祉法人 津田福祉会 特別養護老人ホーム さつき荘 

１６：２０ ～ １６：３０ アンケート記入、閉会 

 


